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銭砲百合の鱗片繁殖に就いて

主として催芽部の解剖的観察

明道 博・久保 貞

(北海道大拳農挙部園義塾数室〉

The propagation of the easter-li1y (Lilium longiflorum) by scales. 

EspeciaIly on anatomical observations of new buds. 

HmoslIl MYODO and TADASHI KUBO 

鍋砲百合の繋鱗訟には，二本子による方法，鱗

片による方法及び賞生による方法がるるが，現今

各栽培地の病害甚だしき乞見ても， 11L病健杢極成

の賞生による育成と，その鱗片繁殖による増殖を

はかるととは最も緊';!さなととである。

著者等は北海道に於てとの繁殖法の可能なる

を確かめ，略々その観察を絡ったので， ととには

主として餅，-牙部の解剖的翻まきの将t要を報汗する。

此の研究は故前川徳次郎教授の御tff;焚により始め

られたものであるととを記し感謝の;立を去す。

責験材料及び方法

材料には黒刺i倣砲百合Liliumlongif1orum var. 

takesimaの 50gr. 内外の球主~を使)Jj L， f!Aミてから

一枚々々の鱗片を制強じて，故ノj、0.1gr.迄の鱗片

を寅験に供した。 10月15日に移航坑iに杭込んだ

時には花輩の{rtl長はなく，鱗片は掛「上に従って，

覆土は鱗片の丈を規iV~ としてそのM分の←・を土中

に在らしめるかに注立した。別に1lU芽過杭の詳細1

2主観察のために， シヤ{レ内に漁ったお苦紙を敷き

その上に剥離鱗片をjなき，室内或は恒温槽内に沿

いて観察をすすめた。 1M!芽:初期に於ける:宝温は 15

~ 200Cであり， tHi毘開内は 250Cであった。

此の翻察は日間1121年 10月に始められ， /司践

の観察を二度繰返して昭和 23"1三10月に絡了した。

正常の設育をとげた~mi白百合の成球は(秋掘

上時)，前年形成肥大後更に今年肥大を来ねた鱗片

葉と，今年形成され肥えした鱗片品葉とを有する。

鱗片の年ヨたは草痕の外側にあるものは 21，ド生であ

り，その内側に位するものは 1年生であるから，

それによって匝別が可能で、あるが，刺激した鱗)¥-

葉の外移も叉うとと幅との閥係，設縁のえがく r!fiHR

の鑓化及び内側の聾rlh度の礎化が顕存である。外

側から内一方へすすむにつれて，基部に近く又は殆

ど中央1立に見られるくぴれの程度が材くなり，丈

に比L幅のノj、さく友るととが日立っている。叉内

方になるにつれ竿[H1T;~j欣に同味を帯び、ている。斯

く位置及び、外形から鱗Jl'の年グくを7、¥1り作るが， そ

の境界をl切らかにするととは困難であるロ日[lち鱗

立ての生長則の故.も内部の鱗片と，花子主fijl長開始後

その基部英腕部に形成される新生育:当二の第一鱗片

との境界を秋掘上時に判別するととは極めて困難

である。

費験結果と考察

前Mi;の如く球!ぶから剥離された鱗片をシャー

レ内に十分にi熟度を保たしめ，表側を上にし脳性

に従って3なくと， 室温約 200Cの室内に於ては 7

日後に去而某部の切抜fui~こ近い部付:に降起が認め

られる(第1/品IJ。との時期は{同休によって，同一

瞬)¥-に 21/1il以上の芽を形成する時にはその・々が

又/;U-'!!;(''1てから搾取した鱗片に於てはその附itffft
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置によって;立法がある。 13日後にはiJ1，: ，:A1/ul休すべ

てがfI1Ur'[.(とが 111.いものは阪に鱗]1'の形態をと

り始め， 2. 3. N~の何i パー及び';{:l~のうトイヒを見る(弟 1

1品ilJ0 ilU:Wの辺諸はIIJJi!百には全く附1系なく， ・般

にはJくのと止が;すい作る o QJlち2:-;1ミI1の憐J¥'fC. L七

しU!ミ!1の'偽J¥のJjがilH:.sJ二が I11‘い。 tJ、ドオくの各rl1

Ilf亡分け記述する。

f窪茅部位; とのilJE加工所どの場合科部郊に

近い衣1)!1J基t¥/ld三而に形成されるが，時にはiW*Jiの

1H~ Jir';'t，基部主I白i，或は，ii部から対れて )1予成される

類似じてそのfii:-ileは定まらない。 8s鱗片側休につ

いてのiW芽位世の制作結果はCfc1去に示した如く
であるが十!日IJJ或は Îr>{jl/I央t\，:ß/.，~';と記しでもその

~jjlJは甚だたたよその識別で、あって， 1+1 fjJj及び、lr:

~Îのよ七I[吃的たきな三つの*Wl'l;*の炎 tÚÎ vc.形成され

るという女11きものではない。

第 1要量 1 >]'.11'.鱗片の比較的ったなるもの86仰についで
の f1Il予l三型士

容によれば，!-i-~の形成t~/\が際組 l. ~fìめ

る時に 11:市長fnif亡児られる夫皮*il1抱の

Ilj日夕 IJによって生やる主:J;~'/J 1/認められるま

まに経l也じているととを知り;f'Jるが，

その後隆.l1¥[UI的のゆA左:JtfL.， その何日

子IJ棋が判jfiしなくなる。との*貨はi.fJ:¥

微鏡によって内部形態的にも;設IlfJLA':}. 

f憐J¥'の1長選Ij切JH乞)}ftいて言えば，災!文
及び、その内J;のlJ.Vli児柔和11胞のIJ診たによ

る隆起ィヨIJ~tIJ は主t!に ntんで， d毛皮;Î;i\l胞の

透心);rr'1の分裂を見るのである。(tiC2 

1尚)。 との際日なっているのは夫1左前¥1

胞が透心志向に長いととと，その衿j方

の柔和i1'Jí'~Ç'~核及び、出iil lJíiH1が日動[ノてい

るととである。又村~fì~è:*ill総のおIl.I日立も

日動を始める。

葉の形成; 降起が始められて 2

第 1園 鱗11繁r;!oの経過を示すコ 1. 7日後を示す rl
'
うたは

隆越のみなるも，左は 2a'~， ~-は n誌を7ì" f七， II. frij El異
常f岡庭に官jl~J三せるもの，右は菜作(1)，左lま〈びれfnç ， 中うたは

愈合鱗1i-の依存 III.1011後を示すコ何れも 3J¥t'f'fヒ霊童

~3 日後に隆起ト~fr.突起として去形成

が観察されるが， とのうち出はよ七rli交的rs{

い梢を有する。九千一英の形成ffttaは尚

早討には守られないが，基部側である場

合が多い(第2表)。とのととは鱗片葉

を逆=l~r~せしめて沿いた場合にも言い得

る。第・英形成は 8~ 10 IJ後に肉n込的
に見;f1;}.t<ζが，第二誌は 9-1ι 日後に見

られた。との第二:(12の形成佐伯!ば第一

五ijから 3んのI¥;JI支をもっ。これら形成の
保ナ。 b 告H ~F r: 新)!，tq三Hi I'HRf土jni

ととがある。ぬどすべての場介HH拝する時ll-基部

去ml/火fI:fIfC.於けるJJl!) Jlj 1[2 I，i: ili I土3 本fのi#イ?と

jJ主連は叉1ffl!付くによって辺、呉がるる。 と

の第二葉の分化。の頃から *l~の分{I二が !ifìめられる。

とのfIおりHr.は顕i:民鏡下に共立の突11'¥は勿，¥自のととな
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A' 

第 2闘 l吟起有~!tJlを示す。

A.B. 紅i隣践して1[".ヒたl俊illi
v; 鱗片の*H"1jt

がら，生長11liとiザりiA茨内を縦走する相官束とのr:円

に介在するjlYIJ見柔和illli'li:'(:'Z:もi山政な助きがはられ

就に品iH胞のJfbが様、化じつつある佐認め何，刊に!cl

第 2表: 第一球形成位置を示す

耳石令可高山;右側rh!二lziiiT官二百刊誌i
一一一一一一一←r-- 一一一「一一l 寸一一一十一γ一一
芥数 ;21( 1¥ 0 2' 010¥  7 32 

備考上 Fは火々攻基を示し，左右は表面をよtた場合

の左右を示す 3

立っているのは透心方向にわIlkした似導官:となる

べき和11胞である。叉との時WJlfては制H'i;束i退縁の*iIl

胞の市助は 4般に導管官j)(J:luによヒlAi{Ji管官IijJWがi丹波

である。とのととはIIMf本によって設があり，九'~-_ .... 

実の I1知見を始めた時 11:日にその内 )j分裂市iIll]Íi~併の ~\I

にイ121主管の分化が見られる場合があり，或は第二

葉を:分化[ノナ己後にもよだかかる分化計額微鏡に見

件ない場合も又遣うる(第 31，1，';/)。

根の形成; 艇の分化に制Lては，外部形態

的i'C三別がある(第41対1)0 Qflち刺激された切回に

生やるもの，張。!tl友商から突/+11するもの，及び隆

也!ょに/+11るものである(第 3夫)。然し乍ら第二，

第三の根は伊Jめに他の71日航から突/l¥じた場合にも

降i也qミに形成される。 i実)f!l{では第三~\~分化の頃か

らj誌の分1:111が認められたが， 誌絃甑rH微唆鋭下iにcは第二翌英児

Vの〉うト{化じとダfh}どlト'IJ司山加i司l時寺iに亡1桜μびの)う分ト{化ヒカが3三i弘め らiれLる (江江泊(白"C.5 

[itf札iサi

からう分ト校するものでで、なく' 多くの時起咋の一一

併の分~*illJlÎ'!iI'(;~jIに分裂分化を[::1!lfiする(出 51品IJ

鱗重量の形成; 形成された鱗芽は 40-50日後に

jfiJ1J ¥-が!rjll乏し‘て総理を/1¥すが，それが第一葉から

イ1/ 1長 L~tìめるとは限らや，第何枚 !~lに形成された

鱗パー去の先端が故初f<:{1111乏を始めるかは一定しな

い。 とれらのi>>NJ¥"の{111.tてとした:JWはilW¥奨とじて手

常奨とは区日IJ される o 械が;の í!ll/Hは IUjlfj~ に I1iM係が

あり， (，憐J¥・を全く土11-1に;lrjlめた場合と或程度/11，し

た場合とでは後詳の方が1ftく繰選直三仲必ずる。又

j弓存立切〉ら採取したり;rパーについて言えば， 外ff!tl
の 2"1'.生鱗J¥"は必そく，内)jへゆくにつれて Ij.tく

なる傾向を指針JL1'cトる。

校II¥Ndのみによって鱗i立の!肥大<i:なすものが

あり，主役w長して或は]立花をつけるものもある
が， とれらの詳市111はととには記述しない。同一鱗

nに 21f&1以上の芽が形成された場合には，千千々は
:j:l¥l:u:I'I'JfZ:分化!肥大をすすめ，主5F8 日IJ::!J二の女11きキ1]

E:闘係はない。

{愉廷の11主断及びJ長 JrZff鱗片 f~初\"J[を縦方向

に2又は 3引1M'乙ノ古;分Lて故 LJ'，辿の女"くすれ

ば，脅迫のf掛け?と同様なHl¥芽を示し時11¥11¥りに遅

れるととなく，その後の生三百もIlItii却である。著者
等の行ったのは三故迄で、あるが，艇のノj、なるもの

については二つに放るに止めたが，11，1ミ ~((!MJ\"III

北般的大たるものまでについて何らだ交えなく行

われた。

鱗J¥-を伝'ttに切ると切断f立世のお動につれて芳三
及び1込の形成に者:じいf差異が現われる。切断がitt

部より]万部へ移行するにつれて，それよりJ1'i;;'s(ffllJ

第 3鼠 第 ~!Æ~/jrfヒ開始i(of後を示すっ
g， ~t=. 1毛黒k
l 第‘ rt~
V. 告発 n~，fH:(' 来

t， 新移成{院導'î~;
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3 

、b

従って催芽には約31喜の

日時を要した。との場合

切断じた基部)¥"のf11!;!.joは

ヂi二週切断しないものと同

総であった。

脳性及び二，三の貯

蹴物質; 鱗片を似性に

逝って]買部を下にして逆

立せしめ，表側を上にし

てjないた場合Hl!芽に要し

た日童文は千均25.2日であ

って，との場合には形成

芽の共の後の生育は鱗片

を横に午識したl頁部片の

如く劣勢で・はない。叉表

側を下にし逆伏せの~J\f，岳

に沿いたものは{佳子は正

常11M休に比し千均5.9日

のゐくれを示したにすぎ

たい。とれらの各場合に

は1m芽位世は何ら境らな
い。表(目il'C切れ日を入れ，

nl各々鱗)\"の ~I:' 心部近くま

で切った場合には，会く

切断した場合と同様にそ

の]買部)¥"に切れ口にtt.!L
て1m芽を見るととがtl¥来
る。

第4国 1.隆起床に務恨したるを示す。 2.3.4.裏商務根を示す。 5.6.切面否童保を示
三たに著~-"!'rは主要貯

蹴%J't1fたる断及び空素にす。 7.相接した二穿形成を示す。 S.9.<びれ部位の催芽を示す。 b:催予F
c:鱗片切面， r:後彼， s:鱗片

ついて還元Wf，非還元柄，
i殿粉，可溶性杢ZE-素，蛋白態宗主i三に分けて鱗片I刊

に於けるその分イ/iを:分析した。材料には9月15日

に於ける!;n刺1俄fl臼)百合成球の鱗片を使J1Jし，分析

方法はL11川，久保(1949)によった。その結果(苛5

4 表)に依れば，形態J~.の諸観察に千JjJ な llll論的

根擦を9iJえ作るものである。 gpち故も著しいこと

は，基部は頂部に比LJtJ'M，~物ITの令千{景が多く，

m部片には原形't't形成1C::lfi:嬰な役割喜三県す可i制生
室京に吠けている。

の鱗片々の芽の形成に要する日時は多くなり， IH 

生芽の生活力も湛だしく劣勢で・ある。切断位置と

芽の分化生育との間の関係は，叉鱗片の形若しく

は鱗片の着生せる位置によって可成りの鑓異があ

る。一般に控縁にくぴれのある鱗片では，そのく

びれが中央近くにあっても， くぴれの部分で切断

した頂部側片の1Ii!芽は比較的に優勢で・ある。 くび

れを有しないí_!f~片を出=に午詩文した場合に 1iJl=!Jミに;裂

する日童文は， 平均7.0日でHJl芽した封!l¥H肉体に比

し，平均 15.6[1ゐくれて始めて隆組が観察された。 新生育非の形成に司うたって鱗J¥-，AJのや!の市jI;管



ヨ)子の形成は腕 J\');I~'~;I\の中l f;'ì 'i'米に近い去{)!IJ

去rMの降i出に始まる.((，品川繁少!([にはJ;kH¥の組織を

も附/77せしめる必7裂はなく，すべて不定:!f，不)l:

ilHcよる。

3) 主rの形成能力はir，¥Of)\.~\Ilの J;I; f， I\ より頂部へ

移行するに作って減少しが)/1三分に切った場合そ

の]立部片の形成;引士山だしく劣勢で、dうる O

4) 31'-の形成には 20CCïとて 6~8 日吉三主主する ο

'--~般に内方の鱗片はその形成が Ift ぃ。 3fの形成は

1 鱗片実に l jV，j とは IU.~らすな，形成された芳ーは各々

璃立的に分{ヒ肥大してヴJがその生育を ~rll :Ji1Jされ

るととはない Q

5) 約 501=1後には形成された鱗片ー葉が{l!1長

して根生活となるが， ~n:や引立日 κ形成されたもの

が先十frjl長するかは例休によって一定でない。

6) 不定根の設生は第二宅の分化と殆どFiJ時

にMiめられる。それは tとして隆起部の分裂細胞

群中に分化が開始される o

7) 鱗月三民を債に切断すれば頂部)j'の1M!芽は

甚だしくゐくれるが，縦に切断した;場合にはその

各々に同総に芽の形成主と見る。

8) m先月4のJfi:長から言えば， 0.1 gr. J与は使用

し得るが，一般的には半分より外側にある鱗片が

よく(京景で、言えば 0.4gr.以上のものがよい人中

でも 1年生の比l院的大たるものは優勢で、ある。

9) めとす氏物質は・{軌J\' については基部~'C多く

可溶性宅栄吉三のぞけば，外部!HI]のものが内"むのも

のに比L多くの物質を有し q，，¥;，乞桝知にぎLい。
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第3表
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型士体乱司

束が千l'jJであるかは定らないが， 1{日!の{憐Jrにつ
いてはとのととがよ凶i好lりにi切らかで、あり， i(tJ¥:H命を

:¥:マ開
第5童話 降起床内に於ける恨の形成を示す。

g. .er:.長総 1.第一採~ r.新形成十良原慕

棋士に切断じた場合， その}支部j¥-と基部片の|司ーの

維管来のN:置に生じているととが視察される。上

]. GRrFFITflS， D.. Artificial propagation of the li1y. 
Pro巴. Amer.80巴 Hort.8ci. 29; [j 19~521 ， 1932. 

一， The propagation oE lily bulbs. U. 8. Dept. 
Agr. Circ. ] 02， 1930 

日. 前川，久保， 銭砲I'j合のフ1王子に就いて，札幌農林皐曾
報 38;1--5， 1949. 
閃村:¥:"Ii犬， 万合の燐lj-st凋に就いて，
]8; 233一明2:36，1949. 
型日間汗12Ti.， イEI'I合の鱗片繁司直，農業及圏饗， 24~; 
6WN; 399-400， 1949. 

献文考霊妻

鱗片内主要貯臓物質の分布を示す

(生体 10gr.中の mgr.)
第 4表

¥ 自足分11~三生鱗\1 年生鱗 I 1年F色 I1年生
¥ l}l'タト方の，1¥'タト方の1 2年生 i鱗 }i- 鱗 片
¥¥iもの}支部{もの基1'iIi鱗 片¥(タト方の (内方の

悶 LーとIrf .' '¥J仁一一上一一一u竺Lム五旦吋
可溶性;00120(1233331 0F223J96966(189046 会察支 V.V'~V ， 'L.JJJJi  

蛋白態 47.8591 39.84831 57.6109: 47.37781 45.2835 窒京1.._-. I 

還元締 4.3033121.9625: 41.6844i 5.9446: 5.773.2 

非還元締!80i124 1632563lloom12l13307ml98兄06

ミ 2001. 2557. 2201. !233日 HOI.
澱私 6461! 日758;l123166761 0101 

i者j婆準ffi雑誌

o 
~. 

4. 

:I2ll;のiii'f視察から， 1m子に不可il決の!f7;J立が基部に多
く存在するととが二jすえられ，又その物fiは]買部よ
b基部へ移行し(fi:jJによって影響され，又組織

特に飾管部と主要な闘係にあると考えられる。
5. 

書喜

1) 観察は昭和21年就と昭和23年秋との 2

回行った。材料には Li1iumlongiflorum刊 r.take-

Slmaを用い，播種床にi佳芽せしめた。

摘
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The propagation of the easter.lily (Lilium longiflorum) hv scales. 

Especially on anatomical ohservations of new huds. 

by 

Hrnc出IIIMyolJO and TAJlA別 IIKUBO 

Resume 

The new adventitious bud development on the scales of Lilium longiflorum var. takesima planted in 

f1ats or petri dishes was observed anatomically. They are frecly formed on the basal and vcntral side near 

the vascular bundles of the scale， and the ability of scales to develop new buds is much higher in their 

basal portion diminishing towards the apex， consequently when a scale is cut transversely at th巴middlethe 

lower portion is better fi tt巴dto the propagation， when cut longitudinary， on the other hand， both of them 

are equally usefu¥. Generally speaking， new bud differentiations on scales are seen 6 -8 days after they are 

put in the flat at 200じ.being sooner on the inn巴rscales than the ollter ones. Two or more new buds 

are often formed on a single scale and they grow up independently to each other. Some of the scales， but 

not constant ones， of new buds develop their lamina and become rosettes. 

The primordium of new adventitious root is seen in. the swclling portion of the secondary meristem 

almost at the same timc when the secondary scale-leaf is formed. 

Rather outer and fresh scales heavier than 0.4 g are much properly used for propagation， even if they 

are smaller and inner scales about 0.1 g they can be available but with worse results. In the basal 

portion especially of outer scales ther巴 accumulate many kinds of reserve material especially of sugar， but 

th巴 solublenitrogen is out of this rule. 


